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予防接種を

受けましようノ

~平成ア年4月より予防接種の対象年齢が変更になります~

お
母
さ
ん
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
(
免
疫
)
は
、

百
日
せ
き
や
水
痘
(
み
ず
ぼ
う
そ
う
)
で
は

生
後
3
ヶ
月
ま
で
に
、
麻
し
ん
(
は
し
か
)

や
わ
た
ふ
く
か
ぜ
で
は
生
後
8
ヶ
月
こ
ろ
ま

で
に
、
自
然
に
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
で
す

か
ら
、
こ
の
時
期
を
過
、
ぎ
ま
す
と
、
赤
ち
ゃ

ん
自
身
で
免
疫
を
つ
く
っ
て
病
気
を
予
防
す

る
必
要
が
で
て
き
ま
す
。
こ
れ
に
役
立
つ
の

が
予
防
接
種
で
す
。

子
ど
も
の
発
育
と
共
に
外
出
の
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
保
育
園
や
幼
稚
園
に
入
る
ま

h
m
g
'
 

で
に
は
予
防
接
種
で
免
疫
を
つ
け
、
伝
染
病

表

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

i

最
近
「
病
気
が
は
や
っ
て
い
な
い
の
で
、

陸

予
防
接
種
は
も
う
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
」
年

と
い
う
声
を
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
考
え
は
ま
良

だ
ま
だ
早
計
で
す
。
予
防
接
種
で
国
民
が
抵
一

抗
力
を
つ
け
て
い
る
か
ら
病
気
の
流
行
が
お

京

さ
え
ら
れ
て
い
る
の
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。
種

も
う
一
度
、
お
子
さ
ん
の
母
子
健
康
手
帳
長

の
予
防
接
種
欄
を
ご
覧
に
な
り
、
対
象
年
齢

J
Y

が
過
、
ぎ
て
し
ま
い
受
け
れ
な
か
っ
た
人
、
体

B

調
悪
く
て
ま
だ
接
種
で
き
て
い
な
い
人
は
な

予f
、、 る

べ
く
早
い
時
期
に
接
種
す
る
よ
う
こ
こ
ろ

が
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
い
予
防
接
種
の
対
象
年
齢
は

表
の
と
お
り
で
す
。

4
月
以
降
の
予
防
接
種
の
日
程
は
4
月
上

旬
に
配
布
予
定
の
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
、
予
防

接
種
目
程
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
、
お
尋
ね
に
な
り
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
健
康
セ
ン
タ
ー
保
健
婦

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

⑬
二

一
九

一

有

線

五

八

三

三

-2ー

ワウチン 接 種
備 考

(対象疾病) 対象年齢 回数 間 F面
ポ 1) オ 生後 3~90ヶ月 2回 6週以上あける

(小児マヒ)

ニ穫混合 1期初回 3囚 3 ~ 8 週間間隔 百日せきにかかったのがはっきりして

(百Bせき) 生後12~90ヶ月 いる場合はジフテリア・破傷風の二種

(ジフテリア) 1期追加 混合で予防接種が受けられます。会場

(破傷風) 初回接種後 で申しでて くださしミ。 2期は、ジフテ

12~18カ月 1回 リア、破傷風の二種混合で実施します。

国語;-"(はしか)

2期小学校 6年 1回

生後18~90ヶ月 1回 川内町では、 1才 6カ月児健康診査時

に同時に実施します。

健診時、体調が悪くて接種できなかっ

た場合は次回の健診時に予防接種のみ

受けていただきます。

風疹(ニ臼はしか) 生後18~90カ月 1出 幼児について行なう風疹の予防接種は

小学校 1年 麻疹接種後を原則とします。

中学校 2年 小学生に関しては以前に風疹の予防接

種 (MMRも含む)を受けていれば接

種を行ないません。

8CG予防接穂 生後48ヶ月未満 各 1同 ツベルクリン反 小学校 2年、中三校 2年は、それぞれ

(結核) 小学校 1年生 !忘 小学校 l年、中学校 1年でのツベルク

小学校 2年生 判定 2週間以内 リン判定が陰性だった者が対象となり

中学校 1年生 ます。

中学校 2年生で

ツベルクリン反 .----

応が陰性の者

日本脳炎 1期初回 2回 1 ~ 4週間間隔 標準的には

生後36~90ヶ月 1期初回 3才

1期追加 1回 1期終了後 1期追加 4才

生後36~90ヶ月 概ね l年 2期 小学校 4年

2期 9~12才 1凶 3見月 中学校 2年

3 期 14~15才 1回 で実施します 。



流
域
森
林
総
合
整
備
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

川
内
町
で
は
、
造
林
、
下
刈
、

除
間
伐
等
の
森
林
施
業
を
計
画

的
、
総
合
的
に
実
施
し
、
町
面
積

の
八
割
を
占
め
る
森
林
資
源
の
充

実
を
図
る
た
め
、
昭
和
田
年
度

か
ら
森
林
総
合
整
備
事
業
(
第
1

次
・:
昭
和
日

1
日
年
度
、
第
2
次

・:
昭
和
的

1
平
成
元
年
度
、
第
3

次
:・
平
成

2
1
6
年
度
)
に
よ

り
、
人
工
造
林
・
:
U
h
、
下
刈
・

1
4
6
2
h
、
除
間
伐
:
・1
4
4

0

h
等
の
森
林
整
備
を
行
い
ま
し

た。
一
方
、
近
年
の
林
業
を
取
り
巻

く
情
勢
は
、
木
材
価
格
の
低
迷
、

林
業
経
営
諸
経
費
の
高
騰
等
か
ら
、

森
林
所
有
者
の
林
業
経
営
に
対
す

る
意
欲
は
減
退
し
、
造
林
、
保
育

等
の
森
林
整
備
事
業
量
は
年
々
減

少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
木
材
生
産

の
み
な
ら
ず
、
水
源
か
ん
養
、
山

地
災
害
防
止
、
生
活
環
境
保
全
、

保
健
文
化
等
の
多
様
な
公
益
的
機

能
を
有
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
公

益
的
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
に
も
引
き
続
き
積
極
的
に
森

林
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
必
，

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
川
内
町
で
は
平
成
7

年
度
か
ら

5
か
年
間
に
わ
た
り
、

「
流
域
森
林
総
合
整
備
事
業
」
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
流
域
森
林
総

合
整
備
事
業
の
実
施
を
希
望
さ
れ

る
森
林
所
有
者
を
募
集
し
ま
す
。

事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す。。
事
業
の
内
容

表

1
の
と
お
り

O
事
業
実
施
主
体

地
方
公
共
団
体
、
森
林
組
合
、

生
産
森
林
組
合
、
森
林
整
備
法
人
、

林
業
(
造
林
)
公
社

(
森
林
所
有
者
は
、
森
林
組
合
に

委
託
し
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
)

O
事
業
対
象
地
域

川
内
町
全
域

平
成
6
年
度
ま
で
の
森
林
総
合

整
備
事
業
で
は
、
松
瀬
川

・
河
之

内
・
滑
川
の

一
部
地
域
は
、
事
業

対
象
地
域
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
流
域
森
林
総
合
整
備
事

業
の
実
施
に
伴
い
、
こ
う
し
た
地

域
に
つ
い
て
も
森
林
総
合
整
備
地

域
に
追
加
指
定
し
、

事
業
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
森
林
総
合
整
備
地
域
の

指
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
対
象

と
な
る
地
域
の
関
係
森
林
所
有
者

の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
流
域
森
林
総
合
整
備
事
業

は
、
森
林
総
合
整
備
地
域
の
指
定

に
同
意
さ
れ
た
森
林
所
有
者
し
か

実
施
で
き
ま
せ
ん
。

O
補
助
率

5
/
叩

補
助
金
は
、
実
際
に
要
し
た
経

費
の

5

/
叩
で
は
な
く
、
県
の
査

定
し
た
経
費
の

5

/
叩
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

O
採
択
要
件
(
面
積
要
件
)

-
施
行
地
は
、

0
・l
h
以
上

O
申
込
み
先

川
内
町
森
林
組
合

宮

前

1
2
0
3
4

有
線

っd
つ白
q
J
A比五

O
申
込
期
限

平
成
7
年
3
月
初
日
(
月
)

O
問
合
わ
せ
先

川
内
町
森
林
組
合
ま
た
は
、

役
場
産
業
課
産
業
振
興
係

宮
侃

1
2
2
2
2

(表1)事業の内容

玉子

FF否T刀、区分

人工 造 林 |再造 林

1拡云主主が1 1 
育Ifヌr一一 1 15年生以下 i

雪起こし 125年生以下 |

除問伐 1 11-30年 生 |

枝打ち 111-30年生 |原則 として保安林

枝落とし 111-30年生

備 考

(個別要件)

事業の対象

林齢(原則)

f呆

事 業区

内容

森 林 造 成 を行うための人工 造林

及び林木の健全な成長を促進する

ための保育

大区分

① 単層林

整備

抜き伐り 111-35年生

枝払い 111年生以上

樹下植栽等

保 育 1下刈 [ 25年生以下[~下層木
雪起こし 1 25年生以下 |一下層木

除問伐 1 11 -30年生 I ~下層木

作業路

受光伐下層木の植栽、育成等の支障 と

なる林木を除去するための受光伐、

樹下植栽等及び 林 木 の 健全 な成長

を促進するための保育

cg)複層林

聖整 備

(
内
線
羽
)

有
線

作業路

整理伐

改良

保 育 |下刈 [ 40年生以下

雪起こ し I40年生以下|

除間伐 140年生以下

優良 な 天 然林を育成するための

改 良 、 天 然 林の質的構造的な改善

を目様とする整理伐及び林木の健

全な成長を促進するための保育

③青成

天然林

整備

つ山
1
i
ハ
b
1
i

60年生

-3一

原則として保安林

長 伐 期 (70年程度)

31 

作業路

抜き伐り等

作業路

長イ文期施業における適正な密度

管理のための抜き伐り等

⑨機能増

進保育



か 2室〉
b 松

守林
るを
た松
めく

⑧虫

松
く
い
虫
防
除
の
重
要
性
を
よ

く
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
「
松

く
い
虫
被
害
対
策
」
に
関
す
る
特

集
を
3
回
に
わ
た
り
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
第
2
回
は
、
「
川
内
町

に
お
け
る
松
く
い
虫
被
害
の
概
要
、

特
別
防
除
(
薬
剤
空
中
散
布
)
の

概
要
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す。〈
川
内
町
に
お
け
る
松
く
い
虫

被
害
の
概
要
〉

①
松
林
の
状
況

川
内
町
の
松
林
は
面
積
4
5
2

h
、
蓄
積
回
千
ば
で
あ
り
、
里
山

地
帯
を
中
心
に
分
布
し
、
地
域
と

し
て
は
北
方
・
前
松
瀬
川
地
域
に

広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ら
松
林
の
多
く
は
、
土
砂
の

流
出
や
崩
壊
の
防
備
、
水
源
か
ん

養
及
、
び
塩
ケ
森
で
み
ら
れ
る
よ
う

な
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
等
の

公
益
的
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

②
松
く
い
虫
被
害
の
状
況
友
び
そ

の
対
策

本
町
に
お
け
る
松
く
い
虫
被
害

は
昭
和
白
年
頃
よ
り
発
生
し
は
じ

め
、
薪
炭
原
木
、
建
築
・
土
木
用

工
事
用
材
等
と
し
て
の
松
材
需
要

の
減
少
、
農
山
村
労
働
力
の
減
少

等
の
社
会
的
経
済
的
要
因
及
び
台

風
や
異
常
気
象
等
の
自
然
的
要
因

が
複
合
し
て
、
そ
の
後
年
々
被
害

は
増
大
し
、
昭
和
田
年
頃
に
は
町

内
全
域
に
被
害
が
及
ぶ
よ
う
に
な

り
ノ
宇
ナ
し
か
も

町
で
は
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た

め
、
被
害
立
木
伐
倒
駆
除
を
中
心

に
被
害
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
が
、

駆
除
効
果
を
上
回
る
松
く
い
虫
の

ま
ん
延
に
よ
り
、
被
害
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
激
甚
な
松
く
い
虫

被
害
に
対
す
る
防
除
効
果
の
高
い

特
別
防
除
(
薬
剤
空
中
散
布
)
を

緊
急
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
松
林
の
も
つ
公
益
的

及
び
経
済
的
機
能
の
重
要
性
並
び

に
松
林
の
分
布
状
況
に
よ
る
防
除

効
果
の
期
待
度
等
に
つ
い
て
総
合

的
に
検
討
し
た
結
果
、
地
域
住
民

か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
北
方
・

前
松
瀬
川
地
域
の
松
林
を
昭
和
町

年
度
に
特
別
防
除
団
地
に
指
定
し
、

特
別
防
除
を
実
施
す
る
こ
と
と
な

ηノキ
4
F
?
レ
ふ
戸
」
O

ま
た
、
特
別
駆
除
を
よ
り
効
果

的
に
実
施
す
る
た
め
、
薬
剤
散
布

区
域
及
、
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
お

い
て
、
被
害
立
木
の
伐
倒
駆
除
を

積
極
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
被
害
の
激
化
し
た
松

林
の
中
で
、
樹
種
転
換
の
可
能
な

地
域
に
お
い
て
は
、
周
辺
の
健
全

木
も
含
め
て
早
め
に
皆
伐
を
行
い
、

松
以
外
の
樹
種
に
転
換
す
る
よ
う

被
害
跡
地
造
林
を
積
極
的
に
推
進

?
レ
宇
品
?
し
ふ
に
。

こ
う
し
た
被
害
対
策
を
進
め
た

結
果
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
田
年
度

に
は
、

2
6
0
4
3
m
に
も
及
ん
だ

被
害
は
、
平
成
5
年
度
に
は

1
1

5
3
m
に
ま
で
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
生
活
環
境
保
全
林
と
し

て
整
備
さ
れ
た
塩
ケ
森
地
区
の
松

林
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
年
度
か

ら
薬
剤
地
上
散
布
を
実
施
し
て
お

り
、
概
ね
健
全
に
保
た
れ
て
い
ま

す
。
(
表
1
参
照
)

松くい虫被害発生状況及び防除の実績

区三一一一ーと竺 55 56 57 58 59 60 61 62 63 ス; 2 3 4 5 6 

被 害 松 林面積(ha) 150 380 374 329 510 480 470 290 250 265 370 326 120 120 

被 害松林 蓄積(m') 1，250 1，900 2，100 2，604 2，500 2，100 2，000 620 475 460 528 505 140 115 

特別防除(薬剤空中散布)(ha) 。。135 140 140 140 130 127 127 125 125 122 100 91 91 

主h 上 昔k 布(ha) 3 3 。。。。。。。。 3 3 。 3 3 

特別伐 f到駆除(rrI・) 。。725 394 100 。。。。。。。。。
イえ 倒j "rg 除 (rrI) 600 1，277 790 700 580 150 。60 60 60 50 。。30 

樹横転換(被害跡地造林)(ha) 。。6，2 23，1 2，79 8.27 4.03 0.55 2.51 0.50 。。。。

表 1

〈
特
別
防
除
(
薬
剤
空
中

散
布
)
の
概
要
〉

-4-

①
特
別
防
除
と
は

特
別
防
除
は
、
松
ノ
入
い
虫
の
被

害
を
受
け
又
は
受
け
る
わ
そ
れ
の

あ
る
樹
木
に
つ
い
て
、
航
空
機
を

利
用
し
て
行
う
薬
剤
に
よ
る
防
除

で
す
。川

内
町
で
は
、
県
知
事
か
ら
松

く
い
虫
防
除
(
特
別
防
除
)
の
命

令
を
受
け
た
松
林
の
所
有
者
か
ら

の
委
託
に
よ
り
町
が
防
除
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

②
防
除
対
象
松
林

特
別
防
除
は
、
高
度
公
益
機
能

松
林
(
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ

た
松
林
及
、
び
公
益
的
機
能
が
高
く

松
以
外
で
は
そ
の
機
能
を
果
た
す

こ
と
が
困
難
な
松
林
)
や
被
害
拡

大
防
止
松
林
(
高
度
公
益
機
能
松

林
の
周
辺
松
林
)
を
対
象
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

川
内
町
に
お
い
て
は
、
愛
媛
県

松
く
い
虫
被
害
対
策
実
施
計
画
に

基
づ
き
、
北
方
・
前
松
瀬
川
地
区

の
松
林

(平
成
6
年
度
目
h
)
に

お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
特
別
防
除
は
薬
剤
を
空



中
か
ら
散
布
す
る
た
め
、
薬
剤
の

飛
散
・
流
入
に
よ
る
危
被
害
の
防

止
や
周
辺
の
環
境
保
全
等
に
十
分

留
意
し
て
、
特
別
防
除
を
行
う
松

林
を
定
め
て
い
ま
す
。

③
防
除
の
方
法

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
体
に
装
着

さ
れ
た
ブ

l
ム
に
取
り
付
け
ら
れ

た
多
孔
式
噴
霧
ノ
ズ
ル
か
ら
薬
剤

を
液
圧
で
噴
霧
す
る
液
剤
散
布
と

い
う
方
式
に
よ
り
、
松
の
樹
冠
土

日

1
日

m
の
高
さ
か
ら
薬
剤
を
散

布
し
ま
す
。

④
防
除
の
時
期

松
く
い
虫
被
害
は
、
松
く
い
虫

被
害
木
か
ら
羽
化
脱
出
し
た
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
健
全
な
松

の
若
枝
を
食
害
す
る
こ
と
に
よ
り

伝
播
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
薬
剤

散
布
に
当
っ
て
は
、
こ
の
マ
ツ
ノ

マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
成
虫
と
な

っ

て
被
害
枯
損
木
か
ら
脱
出
し
た
後
、

若
枝
を
か
じ
る
期
間
に
薬
剤
の
殺

虫
効
力
が
残
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

薬
剤
の
有
効
期
間
は

3
週
間
程

度
あ
る
の
で
、
散
布
時
期
は
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
脱
出
初
期

と
脱
出
最
盛
期
直
前
の

2
回
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

川
内
町
で
は
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ

カ
ミ
キ
リ
の
発
生
予
察
に
基
づ
き
、

毎
年
6
月
上
旬
、
下
旬
の

2
回
薬

剤
散
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

⑤
使
用
薬
剤

特
別
防
除
に
使
用
さ
れ
る
薬
剤

は
、
有
機
リ
シ
系
殺
虫
剤
と
カ

l

パ
メ
イ
ト
系
殺
虫
剤
が
あ
り
ま
す
。

川
内
町
で
は
、
有
機
リ
ン
系
殺

虫
剤
で
あ
る

M
E
P
乳
剤
(
通
称

ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤
)
を
水
で
羽
倍

に
希
釈
し
使
用
し
て
い
ま
す
。

(
薬
剤
量
一
1
・
6
6
7
4
/
加
)

こ
の
薬
剤
は
、
農
薬
取
締
法
に

基
づ
き
、
薬
効
、
薬
害
に
加
え
、

毒
性
、
残
留
性
等
の
安
全
性
に
関

す
る
各
種
の
検
査
を
経
た
上
で
農

薬
登
録
さ
れ
て
お
り
、
作
物
残
留

性
農
薬
、
土
壌
残
留
性
農
薬
、
水

質
汚
濁
性
農
薬
の
い
ず
れ
に
も
指

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、

「毒
物
及
び
劇
物
取
締

法
」
に
基
づ
く
毒
物
、
劇
物
の
い

ず
れ
に
も
指
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

急
性
毒
性
の
低
い
、
い
わ
ゆ
る
普

通
物
扱
い
の
農
薬
で
す
。

こ
の
た
め
、
定
め
ら
れ
た
使
用

方
法
を
遵
守
し
て
い
る
限
り
に
お

い
て
は
、
人
間
や
動
物
、
鳥
類
等

に
対
す
る
毒
性
は
低
い
薬
剤
で
す
。

な
お
、
こ
の
薬
剤
と
ほ
ぼ
同
じ

成
分
で
あ
る
ス
ミ
チ
オ

ン
は
、
低

毒
性
の
た
め
、
.
農
作
物
(
稲
、
野

菜
、
果
樹
等
)
、
林
業
、

一
般
樹

木
、
家
庭
園
芸
等
の
害
虫
駆
除
に

広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
環
境
へ
の
影
響

特
別
防
除
の
実
施
に
伴
う
自
然

環
境
等
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て

は
、
昭
和
回
年
度
以
降
毎
年
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
結
果

に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
昆
虫
類
の
生

息
数
等
は
散
布
後
に
減
少
す
る
も

の
の
約
1
か
月
後
に
は
回
復
す
る

な
ど
の
状
況
に
あ
り
、
自
然
環
境

等
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と
い

う
事
例
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
調
査
は
、
特
別
防
除
の
実

施
に
伴
う
林
木
及
び
下
層
植
生
、

野
生
鳥
類
、
昆
虫
類
、

土
壌
動
物
、

水
生
動
植
物
、

土
壌
及
び
河
川
に

お
け
る
薬
剤
の
残
留
等
に
対
す
る

影
響
に
つ
い
て
昭
和
回
年
度
か
ら

全
国
叩
府
県
に
お
い
て
調
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

⑦
安
全
対
策

特
別
防
除
は
、
防
除
効
果
も
高

く
、
重
要
な
松
林
の
保
全
や
被
害

拡
大
防
止
を
図
っ
て
い
く
う
え
で

有
効
な
防
除
方
法
で
す
が
、
そ
の

実
施
に
当
っ
て
は
、
薬
剤
の
安
全

か
つ
適
正
な
使
用
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
周
囲
の
自
然
環
境
、
生

活
環
境
、
農
業
そ
の
他
事
業
に
対

す
る
被
害
の
防
止
に
十
分
配
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
川
内
町
で
は
次
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す

0

.
広
報
活
動

広
報
か
わ
う
ち
、
有
線
放
送
、

チ
ラ
シ
(
町
内
の
全
行
政
区
・
散

布
区
域
周
辺
行
政
区
に
つ
い
て
は

全
戸

・
町
内
各
小
中
学
校
に
配
布
)

に
よ
り
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、

天
候
不
良
等
に
よ
り
実

施
日
程
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

有
線
放
送
、
広
報
車
に
よ
る
巡
回

等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

-
危
被
害
防
止
対
策

危
被
害
防
止
対
策
と
し
て
は
、

風
向
、
風
速
、
気
温
等
の
気
象
観

測
、
噴
霧
粒
子
の
水
分
蒸
発
に
よ

る
薬
剤
の
散
布
区
域
外
へ
の
漂
流

飛
散
を
防
止
す
る
た
め
の
展
着
剤

(
ア
ロ
ン
A
)
の
添
加
、
散
布
区

域
か
ら
2
M
以
内
の
養
蜂
群
の
移

動
、
散
布
区
域
内
の
架
線
・
送
電

線
や
散
布
区
域
周
辺
の
畜
鶏
舎
へ

の
危
険
標
識
の
設
置
、
散
布
区
域

を
明
確
に
し
、
散
布
区
域
周
辺
へ

の
薬
剤
の
飛
散
を
防
止
す
る
た
め

の
散
布
区
域
境
界
標
識
の
設
置
、

散
布
区
域
に
通
じ
る
林
道
等
の
入

口
へ
の
警
告
板
の
設
置
や
警
備
員

の
配
置
、
散
布
中
の
散
布
区
域
周

辺
巡
視
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

-5 



1月25日(医王寺)、 1月29日(三島神社)

で防火訓練が千子われました。

地元の方も、寒風の中、大勢参加いただ

き、最後まで真筆に取り組んでいただきま

した。

ごくろうさまでした。

鬼さんとしばし談笑砂
(節分)

2月3目、川内保育園では、節分の行事、

豆まきが行われました。

鬼に扮した年長児が、のしのしと年少児

に近づくと、普段は、いたずらっ子の子ど

もが心力、ら泣いているのを見て、なぜか、

ほっとした。

~力メ5
1問要~ レポー介

‘ 文化財防火訓練
T 

‘第3回セルジオ越後杯争奪戦
川内サッカ一大会

恒例となりました標記の大会が 1 月 28~

29日、川上小学校体育館及び勤労者体育セ

ンターで開イ崖されました。

Jリーグ開幕で超多忙な時の人になって

も、えらそぶらずI也J~サッカーのためスケ

ジ.ユールを聞けてくださるセルジオさんは、

やっぱりえらい。

-6 



掛
官
閣
内
2/4 

14歳の春を迎えた 2年生148名は、式典の後、二手に分

かれ、奉仕作業に汗を流しました。

インタ一付近の函渠の落書き消しでは、全員まっ白に

なりながら丹念に落書きを消していました。また、宝泉

川の清掃では、河川の汚染を肌で感じ取っていました。

2月5日、東奇小学校、西杏小学校で、

幼稚園と合同の学芸会が開催されました。

企 外には雪が舞う寒い日でしたが、体育館の中 砂

は熱気でムンムン。

西谷小学校の最後の 6年生全員による“Good-

bye Friend" (松任奇由実)の合唱では、こころな

しか、みんなの目がうるんで見えた。

7 ~ 

‘第11回温泉郡婦人教育研究大会

2月5日、中央公民館大ホールで温泉郡の婦

人教育研究大会が行われました。

アイディア発表、講演会など、三町の女性の

方が一堂に会しての研修、交流が行われました。

この寒い中、遠方より来た人をもてなす気配

りが壇上の花など随所に見られました。



‘第3回川内町駅伝競走大会

好天に恵まれた 2月11日、駅伝競走大会が

川上小学校で、開催されました。

スポーツ少年団、中学生入り乱れてのレー

スが展開されました。

成績は、以下のとおりです。

，.. 
-一 一 : )一一一 一一-.一一一
一 ← 一ー- 一 -

r 

「一 T 
区 分 f基 勝 準 {憂 勝 第 3 位

男子 川上サッカ -A 川上サッカ -B 川上サッカー C
小学生

女子 川上ミニパス A 川上バレー A 川上ミニパス B

男 子 サッカ一部 A 里子 球 音E A 馬 軍 団
中学生

女子 バスケット部 テニス部 A K C O 

〔救援物資等の輸送にご協力を.

阪神大震災で神戸を中心に道路の通行の禁止・

制限をしています。

被災者救援物資や、災害復旧資材・搬入をスムー

ズに行うため、被災地への一般車両の乗り入れは

こ遠慮下さい。
(松山東警察署)"-一一一一一ーー一一一一一一一一ー一一一一一一一一刊一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一守一

平
成

7
年
度
税
制
改
正
が

行
わ
れ
る
た
め
、
地
方
税
法

の
規
定
に
よ
り
、
四
月
一
日

か
ら
四
月
二
十
日
に
期
間

(例
年
、
一
二
月
一
日
か
ら
一二
月

二
十
日
)
を
延
期
し
て
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

な
お
、
縦
覧
は
、
土
曜
日

及
び
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

ご
自
分
の
土
地
や
建
物
の

価
格
を
お
確
か
め
に
な
り
た

い
方
は
、
期
間
中
無
料
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
役
場

税
務
課
ま
で
お
気
軽
に
お
こ

し
下
さ
い
。
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固
定
資
産
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税
台
帳

の
縦
覧
に

つ
い
て



わが家め愛ドIし

満 1j場を迎えられる赤ちゃんの写真とコメン卜を募集します。

コメン卜には名前、住所、生年月日、両親の名前、赤ちゃんを

紹介する簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに

役場総務課広報係まで。送って下さい。(説
満1歳です/よろしく

ん

)

ミ

さ

生

ル

リ
里
叩

1

?
末
月

:
-
2
郎

)

田

(

三

内

女

・

院
執
川
長
父

円只泉)
斗ウスケ

二神悠輔くん

長男(2月9日生)

父 ・隆昌母-富佐枝

(宝(茶堂)
マ ユ

門白麻佑さん

二女 (2月4日生)

父 ・禎夫母・千秋

ミッキーちゃんが大好きな

珠皇ちゃん。元気で優しい人

になってね。

ぼくは、とってもうれしい

時、ウインクをするんだよ。

いつも男の子にまちがえら

れちゃう麻佑ちゃん/はやく

髪が伸びて女の子らしくなる

といいね。

F

サ
ー
ク
ル
紹
介

~弓手ふf井守持ガ与弓が片出片手ιて持#与すが片戸弓世#ιづ?与吹か~τ芦~世ザ与甘エ#斗ポ~ι計与~τ#τ拾三句~言与時与づ手与す詩勾元ι~τ件τ千円浮与ヲ了一， _..，_..，

レ 14人おの でなし踊たしがので く声楽おかり年
ス 1のぱ会こや で て り り く 集 お は宮るがし年女 寄

fziliUT i iHifA01jiziH 
たぼウん。東い z~".r-:，"…‘一一一一一- 2 そに第
めけ 5か最ふう 圃里・圃圃臨画摘通晶画・・・・・ 実と 2 一
陪れら古れム 圃園面画面圏直量薗圃園田--・-周・・・ ~集 O 日

同 Z、vυ圃・・・・rr-τ月司 噴会 O 曜
じ、全独 92いあ I・・・E司E唱 A 角 I~ I I司 官所円日

27早E警告モl圃僅「「「目 民主主 2
かこイ だ fll1l l'電匹、.J .~ .，. .，)・.，.園料量、圃 し ま地
ものベが ~I園L 、.1.1_・駈・・aJl圃ÞlI岨 た同つ区
し 会 l 、閣臥温輔濁閉-明・..  ・・・・圃 いじたの
れ七スロ 睡司盛置温置盗塁沼野理・・・・け 悩。和
なはで控 圃曽理圃・・圃E・圃圃・・・圃・・圃置温置・・Eどみ 田埋問、 -叱，.gy 12 盟国ーを さし;ム全古 認F¥一喝事EE人持 ん

計をしはく月るいこがりる踊しで人でつ の
な楽なと 毎 ー の機ん軽、こつを寄、は人 音
わしい思週固な会なく気とたしつみと、 頭
世む、うしでらが楽な持にりたてんい何 で
話」マのでな、あしモちょす q話なうか 始

"対与苛世τ出hチ~与#片言~エτ戸マボ阿世てさL片言手て手片声帯ιqチエτ手会計声#与すチ己#斗弓手阿世明示己τ言エτ手片チユマポ局会与て手三苛ボム弓手片手ι#与づ詩弘明件式戸マ声#エτデ片プリ~久--"-"---"" ----'.リ

宮
東
ふ
れ
あ
い
憩
い
の
会

サ
ー
ク
ル
紹
介
の
情
報
は
役
場

広
報
係
ま
で
含
⑮
二
二
二
二
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同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
つ
'て

画語貢記

a日
ム
内
u
h
M
実
Q
日
以
自

ヨ
診
且

v
a
b守
為
自
民

今
回
は
平
成
六
年
度
中
学
生
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
松
山
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
管
内
で
最
優
秀

特
別
賞
(
松
山
地
方
法
務
局
長
賞
)

を
受
賞
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
点

さ
れ
「
全
国
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
川

内
中
学
校
三
年
生
渡
部
温
美
さ
ん

の
作
文
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

A
7
学
校
で
の
「
い
じ
め
」
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
人

聞
は
一
人

一
人
違
っ
て
い
る
」
と

認
め
る
こ
と
、
つ
ま
り
個
性
を
認

め
る
こ
と
が
最
も
基
本
に
な
り
ま

す
。
そ
の
上
で
、
人
聞
は
ど
ん
ど

ん
変
化
・
成
長
す
る
こ
と
に
気
づ

き
、
友
達
の
長
所
を
見
て
い
く
こ

と
が
、
「
い
じ
め
」
を
な
く
す
上

で
大
切
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
作

文
か
ら
読
み
取
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

あ
の
時
の
私
を

振
り
返
っ
て

川
内
中
学
校
三
年

渡
部

温
美

中

一
の
時
、
実
際
に
私
の
ク
ラ

ス
で
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。

当
時
、
私
と
同
ヒ
ク
ラ
ス
だ
っ
た

A
子
さ
ん
。
な
ぜ
か
彼
女
は
い
つ

の
間
に
か
、
ク
ラ
ス
で
浮
い
た
存

在
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今

に
な
る
と
、
普
通
の
女
の
子
だ
っ

た
彼
女
が
、
一
体
ど
う
し
て
あ
の

よ
う
な
状
態
に
お
か
れ
た
の
か
不

思
議
に
思
う
。
今
日
は
、
ど
う
し

て
そ
ん
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
よ

加

7
と
田
川
〕
ト

7
0

入
学
当
初
か
ら
、
ク
ラ
ス
の
中

に
彼
女
と
特
別
仲
の
よ
い
友
達
は

い
な
か
っ
た
。
休
み
時
間
に
は
、

一
人
で
本
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が

多
か
っ
た
と
思
う
。
そ
う
こ
う
し

て
い
る
ト
フ
ち
に
、
な
か
介
。
か
ク
ラ

ス
に
な
じ
め
な
か
っ
た
彼
女
は
、

だ
ん
だ
ん
孤
立
し
て
い
っ
た
。
ご

く
一
部
の
男
子
は
、

A
子
を
何
か

と
は
や
し
た
て
、
近
づ
こ
う
と
も

し
な
か
っ
た
。

f
h
ま
1
人
中
川
川

1
4
?LV
『
1p
i

目

「
A
子
に
友
達
が
で
き
な
い
ん
じ

ゃ
な
く
て
、

A
子
が
自
分
か
ら
友

達
を
つ
く
ろ
う
と
し
な
い
の
が
悪

い
ん
じ
ゃ
な
い
。
」

と
思
い
、
そ
ん
な
目
で
彼
女
の
こ

と
を
見
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ

は
間
違
い
だ
っ
た
こ
と
に
気
付
い

た。

A
子
が
友
達
を
作
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
私
達
が

い
つ
の
間
に
か
、

A
子
と
の
聞
に

聞
か
く
を
お
い
て
、

A
子
が
友
達

を
作
り
に
く
い
状
態
を
作
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
だ
。

あ
れ
は
、
中
一
最
後
の
遠
足
を

間
近
に
ひ
か
え
、
班
を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
の
こ
と
。

先
生
か
ら
指
示
を
受
け
、
そ
れ
か

ら
、
私
は
ま
っ
先
に
当
時
仲
の
良

か
っ
た
二
人
の
友
達
の
所
に
行
っ

た
。
だ
ん
だ
ん
固
定
さ
れ
て
い
た

友
人
関
係
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
、

思
い
思
い
の
友
達
の
所
へ
と
ち
っ

て
ゆ
く
。
が
、
そ
ん
な
中
、
や
は

り
A
子
は
ま
た
一
人
で
い
た
。
私

は、

A
子
を
見
て
い
る
と
、
か
わ

い
そ
う
に
思
え
て
き
て
、
友
達
二

人
に「

A
子
も
私
ら
の
と
こ
ろ
に
入
れ

て
あ
げ
ん
?
」

と
提
案
し
た
。
す
る
と
、
二
人
は

す
ぐ
に
良
い
返
事
を
く
れ
た
。

「
A
子、

一
緒
の
班
に
な
ろ
。
」

と
い
っ
た
時
、

A
子
は
す
ご
く
う

れ
し
そ
う
な
顔
を
見
せ
た
。
そ
れ

は
、
私
が
初
め
て
見
た
A
子
の
心

か
ら
の
笑
顔
、
だ
っ
た
。

い
つ
の
間
に
か
私
は
、
私
だ
け

は
A
子
を
よ
く
分
か
っ
て
あ
げ
て

い
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
思
え
ば
、
そ
の
時
の

私
は
偽
善
者
だ
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
私
は
、

A
子
と
い
う

一
人

の
人
聞
を
利
用
し
て
、
自
分
の
立

場
を
良
く
し
よ
う
と
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
現
に
私
は
、

A

子
と
い
つ
も
一
緒
に
い
た
い
と
は

思
わ
な
か
っ
た
し
、
「
友
達
に
な

ろ
う
。

」
と
も
言
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
、
遠
足
の
時
も
、

A
子
を

さ
そ
っ
た
自
分
に
満
足
し
、

A
子

と
話
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
の

心
の
中
に
は
A
子
に
対
す
る
「
同

情
」
が
あ
っ
た
。
私
は
「
A
子
が

か
わ
い
そ
う
。
」
と
感
じ
た
時
点
か

ら、

A
子
を
見
下
し
て
い
た
の
だ
。

今
、
思
い
出
し
て
み
る
と
、
あ
の

時
の
自
分
が
本
当
に
情
け
な
く
な

っ
た
。二

年
生
に
な
り
、

A
子
は
小
学

生
の
時
か
ら
仲
の
良
か
っ
た
友
達

と
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
。

休
み
時
間
に
偶
然
A
子
を
見
か

け
た
私
は
、
胸
に
ぽ
っ
か
り
穴
が

聞
い
た
よ
う
に
、
た
だ
ぼ
う
然
と

立
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
つ
い

こ
の
間
ま
で
の
彼
女
と
は
百
八
十

度
違
っ
た
彼
女
の
姿
が
あ
っ
た
。

A
子
は
、
本
当
に
楽
し
そ
う
に
大

声
で
笑
っ
て
い
て
、

「
本
当
に
こ
れ
が

A
子
?
」

と
我
、
が
目
を
疑
う
ほ
ど
輝
い
て
い

た。
人
は
こ
ん
な
に
変
わ
れ
る
も
の

日
U



な
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
中
一
の

一
年
間
、
一
体
A
子
の
ど
こ
を
見

て
き
た
の
だ
ろ
う
。
あ
の
時
、

A

子
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
は
な
か
っ

た。

A
子
は
ど
れ
く
ら
い
、
自
分

を
自
分
の
中
に
押
し
こ
ん
で
い
た

の
だ
ろ
う
。
私
は
、
そ
ん
な
状
態

を
作
っ
て
い
た
私
達
が
、
は
ず
か

し
く
、
そ
し
て
悲
し
か
っ
た
。

A
子
の
変
化
に
驚
か
さ
れ
た
の

は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
学

年
で
い
じ
め
に
つ
い
て
の
問
題
が

も
ち
あ
が
っ
た
時
、
学
年
集
会
が

聞
か
れ
た
。
そ
の
時
、
二
年
全
員

の
前
で

A
子
は
、
自
分
が
い
じ
め

に
あ
っ
た
時
の
こ
と
現
在
の
こ
と

を
語
っ
た
。
私
は
、

A
子
が
大
き

く
見
え
た
。

私
は
、

A
子
が
短
い
聞
に
ず
い

分
成
長
し
た
と
い
う
こ
と
に
気
付

き
、
私
達
の
心
が
子
供
だ
っ
た
こ

と
に
気
付
い
た
。

一
年
の
時
の

A
子
は
本
当
に
お

と
な
し
か
っ
た
。
そ
ん
な
A
子
が

今
は
こ
ん
な
に
変
わ
っ
て
い
る
。

辺
り
の
環
境
の
変
化
で
人
は
ど
ん

ど
ん
変
わ
る
ん
だ
と
痛
感
し
た
。

「
あ
の
子
つ
て
な
ん
だ
か
嫌
だ

な
。
」

っ
て
心
の
中
ど
こ
か
で
少
し
で
も

思
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
子
の
短
所

ば
か
り
ど
ん
ど
ん
発
見
し
て
し
ま

っ
て
、
い
い
所
な
ん
か
見
つ
か
ら

な
い
。
悪
い
所
ば
か
り
が
分
か
る

か
ら
「
嫌
だ
な
。
」
が
は
っ
き
り
し

た
「
嫌
い
」
に
変
わ
っ
て
い
く
と

思
う
。
そ
う
い
う
所
か
ら
い
じ
め

は
で
き
る
と
思
う
。
逆
に
い
え
ば
、

み
ん
な
の
長
所
ば
か
り
発
見
す
れ

ば
、
み
ん
な
を
好
き
に
な
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
い
じ
め
は
も
ち
ろ
ん

な
く
な
る
。
私
は

A
子
に
出
会
っ

た
わ
か
げ
で
そ
う
い
う
こ
と
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
た
。

い
じ
め
は
な
く
せ
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
。
な
え
そ
う
と
し
な
い
か
ら

な
く
な
ら
な
い
ん
だ
。

私
は
そ
う
思
う
。

鎗
怠
ネ
ッ
ト
ワ
i

つ

負
け
て
し
ま
っ
た
。
会
っ
た
瞬

間
の
思
い
で
あ
る
。
何
、
が
負
け
た

か
と
い
う
と
、
背
の
高
き
で
あ
る
。

中
学
三
年
生
の
女
子
で
あ
る
が
、

一
メ
ー
ト
ル
六
十
七
セ
ン
チ
あ
る

ル
」
い
ト
7
0

川
上
小
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
ボ

l
ル
を
や

り
、
川
内
中
学
校
へ
入
つ
で
も
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
る
。

父
さ
ん
も
、
母
さ
ん
も
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
し
て
い
る
の
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ヘ
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
、

し
ん
の
強
さ
を
感
じ
る
。

a国ム臼昌包

ヨ~~戸~~~OO
JlI 
上

字

校

年

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な
い
。
今

回
の
人
権
作
文
の
入
賞
、
交
通
安

全
作
文
、
敬
老
作
文
の
入
賞
と
、

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
お
な
じ

み
さ
ん
で
あ
る
。
「
見
た
ま
ま
、

感
じ
た
ま
ま
を
書
く
の
が
好
き
」

ル
」
い
ト
7
0

寺
阪
早
代
さ
ん

温美さん

「
将
来
、
何
に
な
り
た
い
か
」

の
聞
い
に
、
「
こ
れ
は
、
親
に
も

い
っ
て
い
な
い
の
で
、
内
緒
で
す

け
ど
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
で
す
。
」
と
は
っ
き
り
し
た

答
え
が
返
っ
て
き
た
。

内
緒
の
話
を
広
報
は
載
せ
て
し

ま
っ
た
(
ご
め
ん
な
さ
い
。
)
が
、

と
も
か
く
驚
い
た
。
少
女
的
将
来

像
と
も
い
え
る
が
、
こ
の
年
頃
で

こ
う
も
具
体
的
な
将
来
像
が
決
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
ま
た
つ

く
づ
く
し
っ
か
り
し
た
子
だ
と
思

っ
た
。
(
と
同
時
に
世
代
の
違
い

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
)

渡部

、、
寿
時
祖
.

1
1
 

可
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阪
神
大
震
災
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
泣
け
て
し

ょ
う
が
な
い
の
。
婦
人
会
で
募

金
し
ま
し
ょ
う
よ
o
」

「
婦
人
会
で
は
募
金
し
な
い
ん
で

す
か
?
。
」

な
ど
の
電
話
が
数
多
く
か
か
っ
て

き
ま
す
。

た
ま
た
ま

一
月
二
十

一
日
、
本

部
役
員
及
び
有
志
で
産
業
道
路
の

草
引
き
を
し
ま
し
た
が
、
話
題
は

震
災
の
事
ば
か
り
で
す
。

「
募
金
し
た
く
て
も
、

回
っ
て
来

て
く
れ
な
い
と
出
来
な
い
の
。
」

と
:
・
。
そ
こ
で
集
っ
て
い
る
人
達

で
相
談
の
結
果
、

「
各
団
体
で
も
す
る
で
し
ょ
う
か

ら
、
し
よ
う
と
思
う
人
だ
け
で

よ
い
。
金
額
も
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
思
い
で
よ
い
。
十
円
で
も
、

百
円
で
も
、
五
百
円
で
も
、
い

く
ら
で
も
よ
い
事
に
す
る
。
」

と
決
定
。
早
速
支
部
長
さ
ん
に
、

そ
の
旨
を
電
話
で
お
願
い
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、

「
私
は
も
う
募
金
箱
を
作
っ
て
待

っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
」

と
の
返
事
も
あ
り
、
涙
を
押
さ
え

宇
A
F
7
u
h
~

。

婦
人
会
で
は
例
年
、
日
赤
募
金

や
歳
末
助
け
合
い
募
金
に
協
力
し
、

お
世
話
を
頂
い
た
り
、
お
金
を
出

し
て
頂
い
た
り
す
る
事
が
多
い
の

で
、
た
め
ら
い
を
感
じ
な
が
ら
の

阪
神
大
震
災
募
金
の
決
定
で
し
た
。

心
配
し
ぞ
い
た
夕
刻
、
集
め
に

回
っ
て
下
さ
っ
た
人
か
ら
電
話
が

届
き
ま
し
た
。

「
お
そ
い
じ
ゃ
な
い
の
。
」

「
婦
人
会
が
今
、
立
ち
上
が
ら
な

い
と
・
:
。
」

「
集
め
に
来
て
頂
い
て
よ
か
っ
た
己

な
ど
の
声
と
一
緒
に
集
っ
た
募
金

だ
っ
た
の
よ
・
・
・
と
。

ま
た
別
の
人
か
ら
は
、

「
う
ち
の
お
ば
あ
さ
ん
も
、
小
遣

い
の
中
か
ら
二
千
門
出
し
て
、

こ
れ
も
入
れ
て
と
言
っ
た
の
。
」

と
、
そ
ん
な
あ
り
が
た
い
、
あ
り

が
た
い
重
み
の
あ
る
お
金
が
集
ま

り
ま
し
た
。

婦
人
会
の
呼
び
か
け
に
気
持
よ

く
応
じ
て
下
さ
り
、
し
か
も
貴
重

で
多
額
の
ご
寄
付
を
載
き
ま
し
た
。

そ
の
温
か
い
思
い
や
り
の
心
を
肌

で
感
じ
目
頭
を
熱
く
致
し
て
お
り

ま
す
。総

額
九
十
万
三
一十
四
円
。
そ
の

う
ち
一
万
八
千
四
百
円
は
、
県
連

合
婦
人
会
で
ま
と
め
る
阪
神
募
金

へ
。
あ
と
の
八
十
八
万
一
千
六
百

三
十
四
円
は
、
川
内
町
婦
人
会
と

し
て
愛
媛
新
聞
社
の
阪
神
大
震
災

被
災
者
救
援
金
ヘ
募
金
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
(
二
月
七
日
)

こ
の
大
震
災
で
は
実
に
色
々
な

事
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

・
若
い
お
人
で
、
幸
福
観
が
変
わ

っ
た
と
話
さ
れ
る
方
。

・
目
を
見
張
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
の
働
き
。

-
電
気
も
水
道
も
止
ま
り
、
ど
う

し
て
い
い
か
分
か
ら
ず
、
不
安
に

お
の
の
い
て
い
る
と
、
戸
を
た
た

き
「

O
O
へ
行
け
ば
電
話
が
通
じ

ま
す
」
「

O
O
へ
行
け
ば

O
Oが

あ
り
ま
す
」
と
、
口
こ
み
で
の
知

ら
せ
合
い
が
、
弱
者
(
老
人
)
に

は
特
に
役
に
立
ち
あ
り
が
た
か
っ

た
と
か
。

-
今
ま
で
言
葉
も
交
わ
し
た
事
の

な
か
っ
た
隣
り
の
人
の
善
意
存
在

が
間
わ
れ
、
自
治
会
を
作
ろ
う
:
・

に
ま
で
至
っ
た
そ
う
で
す
。

地
域
隣
人
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

私
達
は
、
自
分
の
事
ば
か
り
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
女

性
が
手
を
取
り
合
っ
て
身
近
か
な

事
か
ら
地
域
を
よ
く
し
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
住
み
や
す

い
地
域
・
近
隣
に
し
て
い
こ
う
と

す
る
勲
章
の
よ
う
な
婦
人
会
で
あ

り
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

婦
人
会
な
ん
か
、
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
婦
人
会
こ
そ
で
す
。
婦
人

会
の
輪
を
一
層
大
き
く
、
大
き
く

育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
よ
。

募
金あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
世
代
交
流
を
終
え
て

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
は
、
し
わ

が
あ
っ
て
、
か
た
か
っ
た
。
ぁ

れ
は
、
お
仕
事
を
た
く
さ
ん
し

た
よ
。
と
い
う
し
わ
だ
と
思
っ

た。」

「
き
れ
い
な
袋
に
、
お
か
し
の
お

年
玉
が
入
っ
て
い
た
。
軍
手
は

お
れ
(
一
年
生
)
が
畑
仕
事
の

と
き
、
使
う
ん
だ
よ
。
」

「
子
供
は
、
か
わ
い
い
。
う
ち
の

孫
と
遊
ん
だ
よ
う
な
気
が
し
て

の
P

「
J
i
-
-

。」

「
あ
の
小
さ
い
子
達
が
、
ゲ
ー
ム

も
す
ば
や
く
て
感
心
。
」

「
お
ば
ち
ゃ
ん
が
抱
き
上
げ
て
く

れ
た
と
き
、
と
っ
て
も
気
持
ち

よ
か
っ
た
。
」

「
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。
来
年
も

ま
た
来
た
い
で
す
。
」

「
V
Y
S
の
お
兄
さ
ん
、
説
明
も

上
手
で
、
楽
し
い
ゲ

l
ム
を
ど

う
も
あ
り
が
と
う
。
次
は
、
上

手
だ
と
か
、
う
ま
い
う
ま
い
と

か
、
ほ
め
な
が
ら
や
っ
て
ね
。
」

一12

三
月
ボ
カ
シ
作
り
日
付
川
販
売

三
月
二
十
六
日
間
午
後
七
時
半

中
央
公
民
館
三
階
に
て

四
月
こ
ろ
よ
り
気
温
が
上
が

る
の
で
ボ
カ
シ
の
活
躍
時
期
で

す
。
大
勢
で
ご
参
加
下
さ
い
。

川
内
町
婦
人
会



社
会
福
祉
協
議
会
だ
ま
り

ー
平
成
六
年
度

共

同

募

金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

ー
ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
六
年
度
の
共
同
募
金
、
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
町
内
の

皆
さ
ん
、
区
長
さ
ん
、
婦
人
会
の

皆
さ
ん
、
共
同
募
金
奉
仕
者
の
方

々
の
格
別
の
ご
協
力
の
わ
か
げ
で

次
の
と
お
り
立
派
な
成
果
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

赤
い
羽
根
募
金

一
、
三
三
七
、

0
0
0円

企
業
募
金
五

O
一
、
0
0
0円

パ
ッ
ヂ
募
金四

九
三
、
八

O
O円

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

十
全
医
療
学
院三

五
、
八
八
七
円

施
設
互
助
会
五

O
、
0
0
0円

計

二
、
四

一
七
、
六
八
七
円

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

一
、

一
九
八
、
六
七

O
円

幼
稚
園
、
小
学
校
、
そ
の
他

二三
一、
三
八
四
円

一、

二
二
二
、

O
五
四
円

計

パ
ン
で
つ
く
っ
定

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

ン
教
室
「
そ
ば
の
実
会
」
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

パ
ン
教
室
は
毎
月
第
三
水
曜
日

に
中
央
公
民
館
で
講
習
が
あ
り
、

真
撃
に
研
鏑
を
重
ね
て
既
に
十
年

に
な
り
ま
す
。
寝
た
き
り
老
人
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
年
に
数
回
に
分

け
て
全
員
に
行
き
わ
た
る
よ
う
に

行
わ
れ
、
皆
さ
ん
か
ら
大
変
喜
ば

れ
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
十
二
月
二
十

一
日
午
後

の
こ
と
で
し
た
。

パ
ン
で
出
来
た
高
さ
二
十
五

m

巾
二
十

m
も
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
は
、
ク
リ
ー
ム
の
雪
、
ゼ
リ

ー
の
キ
ャ
ン
ド

g
I
l
l・-
z

ル
に
柊
の
葉
で

-
U
A
h
E
E
戸

、

-

ヨ

ミ

〈

〈

一

ι内
室
長

l
A

一

化

粒

し

て

美

し

悶

M
令
制

I
4ノ
畳

居

〈

、

一

く
飾
つ
で
あ
り

E
L
'
e
l
v
-
-
-
h

，

ま
し
た
o

こ

の

義

援

金

に

つ

い

て

一

箱

入

り

の

ツ

リ

・

:

・

1
・

・

1
7
1

阪
神
大
震
災
の
被
災
状
況
と
救
援
状
況
は
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
で
終
日
一

ス
勺
ノ
/
ト
」
ン

y
「

J
f
l
v

、

終

夜

行

わ

れ

て

お

り

ま

す

。

一

と
し
て
サ

f

J

タ
さ
ん
な
ら
ト
川
内
町
で
は
早
速
こ
れ
の
義
援
金
を
募
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
住
民
の
皆
一

ヘ

ル

パ

ー

さ

ん

様

の

ご

協

力

に

よ

り

、

社

会

福

祉

協

議

会

扱

い

一

月

末

日

で

一

に

よ

っ

て

ひ

と

五

六

三

、

五

一

二

円

と

な

り

ま

し

た

o

一

足

早

く

寝

た

き

義

援

金

は

被

災

者

一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
支
え
に
な
る
よ
う
配
分
さ
れ
一

り

老

人

四

十

人

ま

す

o

一

に

プ

レ

ゼ

ン

ト

、

ま
し
た
。
今
後
も
つ
マ
つ
い
て
取
り
扱
い
を
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
な
お
ご
協
力
を

q
J
 

1
i
 



調聞圃闘圃圃・圃・・・・・・・

国
民
年
金

ご
存
じ
で
す
か
っ
・

年
金
教
育
資
金

貸
付
制
度
を

平
成
六
年
十
二
月
か
ら
年
金
教

育
資
金
貸
付
制
度
の
受
付
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

年
金
教
育
資
金
制
度
と
は
、
厚

生
年
金
保
険
又
は
、
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
お

子
様
が
学
校
等
に
入
学
さ
れ
る
と

き
や
、
在
学
中
に
必
要
な
費
用
に

つ
い
て
ご
融
資
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
貸
付
制
度
は
在
学 -・・・・・・聞圃闘・・・

中
の
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払

い
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

制
度
の
内
容

厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
国
民
年

金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
厚
生

年
金
保
険
(
旧
船
員
保
険
を
含
み

ま
す
。
)
の
加
入
期
閏
ま
た
は
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

期
聞
が
合
算
し
て
十
年
以
上
あ
る

方
の
親
族
が
、
高
校
、
大
学
等
に

入
学
ま
た
は
在
学
す
る
場
合
、
入

学
金
、
授
業
料
等
の
教
育
資
金
と

し
て
(
学
生
一
人
当
た
り
、
厚
生

年
金
百
万
円
、
国
民
年
金
五
十
万

円
)
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
(
社
)
愛
媛
県
年
金
福
祉
協

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

0

・
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
南
堀
端
町
五

l
七

(
社
)
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

(
宮
⑪
七
六
六
七
)

国民年金マスコッ卜
ゆめはちくん

-・・・圃・・・・・・・・

国

イ呆

V
保

険

税

ロ
必
ず
期
日
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

の
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。

-・・・・・・・・・・・・・圃

ロ
納
付
は
資
格
が

で
き
た
月
か
ら

保
険
税
は
、
国
保
の
被
保
険
者

と
な
っ
た
月
の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
た
人
は
、
保
険

税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

険
税
は
、
固
な
ど
の
補
助
金
と
と

も
に
国
保
の
財
源
と
な
り
、
み
な

さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き

の
医
療
費
、
ま
た
、
助
産
費
や
葬

祭
費
な
ど
の
給
付
の
費
用
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。

保
険
税
が
な
け
れ
ば
、
国
保
制

度
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
国
保
事

業
が
健
全
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、

保
険
税
は
必
ず
期
日
内
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

-職場の健康保険をぬけたとき、ある
しミは

・他の市区町村から転入して住み始め

たとき

したがって、届けが遅れると、さか

のぼって保険税を納めなければなり

ません。

ロ
納
付
の
義
務
者
は

世
帯
主

本
人
が
国
保
加
入
者
で
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
税
納
付

加入の子続きを

したときでは

ありません

口
保
険
税
の
決
め
方

そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費

か
ら
、
固
な
ど
の
補
助
金
、
被
保

険
者
の
負
担
分
を
除
い
た
分
が
保

口

対

象

就
業
を
希
望
す
る
女
性

口

科

目

ワ
ー
プ
ロ
(
日
商
検
定
3
級
)

口

日

時

A

コ
l
ス

4
月
ロ
日
制

1
6
月
5
日
開

ま
で
の
聞
の
白
日

B
コ
ー
ス

4
月
四
日
例

1
6
月
幻
日
嗣

ま
で
の
聞
の
白
日

(
両
コ

i
ス
と
も
、
土
曜
、
日

曜
、
及
び
祝
祭
日
を
除
く
)

毎
日
9
時
却
分

1
日
時
加
分

口

会

場

松
山
市
山
越
町
四
五

O
番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口

定

員

A
-
B
ゴ

l
ス
各
叩
名

険
税
と
な
り
ま
す
。

一14

一募

集
-圃・・圃・・・・・・・・

V
ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

受
講
生
募
集



口
受
講
料

無
料
(
教
材
費
一
部
自
己
負
担
)

口
申
込
日
時

3
月
幻
日
開
、
羽
目
仰
の

2
日

間
に
限
る
。

(
9
時

l
M
時
)

印
鑑
持
参
の
う
え
、
松
山
市
山

越
町
四
五

O
番
地
愛
媛
県
女
性

職
業
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫
二
二

O
一
)

V
経
理
事
務
(
初
級
)
・

ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

受
講
生
募
集

口
対

象
就
業
を
希
望
す
る
女
性

口

科

目

経
理
事
務
(
商
業
簿
記
3
級
)

ワ
ー
プ
ロ
(
前
4
日
間
)

口

日

時

4
月
4
日
附

1
5
月
初
日
働
ま

で
の
聞
の
紅
白
(
土
曜
、
日
曜

及
び
祝
祭
日
を
除
く
)

毎
日
9
時
加
分

1
日
時
却
分

口

会

場

松
山
市
山
越
町
四
五

O
番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口

定

員

初
名

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費
一
部
自
己
負
担
)

口
申
込
締
切

3
月
別
日
間

口
申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
う
え
、
松
山
市
山

越
町
四
五

O
番
地
愛
媛
県
女
性

職
業
セ
ン
タ
ー
ヘ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫
二
二

O
一
)

V
「
愛
媛
の
道
、
川
」

写
真
募
集

建
設
省
松
山
工
事
事
務
所
は
、

昭
和
初
年
に
開
設
し
て
以
来
、
河

川
と
道
路
の
整
備
・
管
理
を
通
じ

て
、
地
域
守
つ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
今
年
、
開
設
印
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
公
募
写
真
を
中

心
に
し
た
写
真
展
・
日
周
年
記
念

誌
の
発
行
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

口
公
募
写
真

明
治
の
頃
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
「
愛
媛
の
道
、
川
」
に
関

す
る
も
の
。
主
に
東
、
中
予
の

国
道
(
旧
道
も
含
む
)
及
び
重

信
川

・
石
手
川
・
表
川

・
砥
部

川
な
ど
重
信
川
水
系
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
が
、
県
内
の
道
、

川
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
な

ん
で
も
結
構
で
す
。
モ
ノ
ク
ロ

・

カ
ラ

l
、
紙
焼
・
ネ
ガ
・
ポ
ジ

は
聞
い
ま
せ
ん
。
撮
影
年
月
日
、

場
所
、
コ
メ
ン
ト
の
記
載
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
締
め
切
り

平
成
7
年
3
月
初
日

口
公
募
要
領

①
写
真
が
多
数
の
場
合
、
選
別

の
上
、
写
真
展

-m周
年
記
念

誌
(
非
売
品
)
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

②
写
真
は
複
写
の
上
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
速
や

か
に
返
却
い
た
し
ま
す
。

③
お
送
り
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

薄
謝
を
進
呈
し
ま
す
。

口
写
真
展

平
成

7
年
6
月
(
予
定
)

口
問
い
合
わ
せ
先

一T
七
九

O

松
山
市
土
居
田
町
七
九
七
ノ
二

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局

松
山
工
事
事
務
所

(
宮
⑫

O
O三
四
)

V
花
き
研
修

受
講
生
募
集

口
研
修
内
容

・
花
守
つ
く
り
講
座

・
菊
ゃ
つ
く
り
実
践
講
座

.
押
し
花
講
座

・
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
講
座

.
趣
味
園
芸
教
室

口
申
込
期
間

3
月
1
日
か
ら
3
月
白
日
ま
で

口
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
受
講
希
望
講
座

名
(
第
二
希
望
ま
で
記
入
)
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記

口
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

干
七
九
一

O
二

温
泉
郡
重
信
町
大
字
下
林

甲
二
二
一

O
l
一

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ

ー

(

含

⑪

五

八

六

七

)

口
受
講
者
の
決
定
と
通
知

・
申
込
期
間
内
に
申
込
み
を
さ

れ
た
方
に
は
、
後
日
決
定
の

通
知
を
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

定
数
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
い
た
し
ま
す

0

.
一
人
一
講
座
を
原
則
と
し
、

第

一
希
望
講
座
が
定
数
を
超

え
、
第
二
希
望
講
座
に
余
裕

が
あ
る
場
合
は
、
第
二
希
望

に
振
り
替
え
ま
す
。

口
そ
の
他

な
お
、
こ
の
他
に
も
生
産
者
、

指
導
者
等
を
対
象
と
し
た
専
門

的
な
研
修
講
座
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相

百炎

直
通
電
話
相
談

ヤ
ン
グ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

口
相
談
日

開
1
也
午
前
9
時
1
午
後
6
時

(
休
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
休
を
除
く
)

口
相
談
内
容

い
じ
め
の
問
題
や
交
友
関
係
、

学
業
な
ど

口
直
通
電
話

松
山
教
育
事
務
所

(
宮
⑮
四

一
一
五
)

F
h
d
 

-
E
i
 



O ?示 海 O (西 O す入 力日 } 11 
森 休 助

脱 藤之継 。 者 一
入 内

井 の月

止 成 上退 側承 異中 者 町

正 動の 異有

牛 自Eヨ当 イ手 よ藤 は有 動線
田 我 東 り井 次線 の 放

音日 の放 お 送

七=恒正
二サ二照 五 と送 実日 電
ーノ O 義 四昇 お電

ら 言古
七 O 九 り話

O 七 で加 せ の

国保世帯の皆さんへ

4月から新しい保険証に蛮わります

現在、交付されています国民健康保険の保険証は、 3

月末で有効期間が満了するため、 4月から新しい保険3正
に変わります。

保険証の更新は、区長さんのご協力を賜り、現在使用

されています保険証と引き替えに行います。 3月末に常

会が聞かれる区の国保加入世帯の方は、現在交付の保険

証と印鑑を持参しご出席ください。

3月末に不在等で保険証の更新が難しい方は、役場に

て保険証を更新しますので、 3月10日までに福祉課保険

係へご連絡ください。

なお、学生や出様ぎの方等に対して、保険証を別途交

付できます。区長さんからお受けになった新しい保険証

と印鑑を、また新規入学の学生の場合は、合格通知を併

せてご持参の上、役場福祉課で手続をしてください。

1 . -t5ぇ，~ごみ 3月ごみ収集計画表

事均P良さ'泳
三f/寸 11

清掃センター
電話 66-4989
有線 3130 

収集曜日 ヰ又 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木
東谷・西谷(井内を除く)

時』即 土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地 変更なし
・.‘...ー.---刷-----

木 井内

火・金 北方・南方 3月21日(火)を
‘ー・...・ー 開・‘・・

火 奥松瀬川 3月22日(水)に収集
週 前松瀬川(鳥の子を除く)

水・土
町筋(天神を除く)

変更なし

2. -t5え，ちいごみ・粗大ごみ

収 集 地 区 ガフス・空ビン実費 空き缶等金物類 事E 大
守、、

み'-

東杏・西奇(井内を除く)
3月13日(月) 3月27日(月) 3月30日(木)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 3月14日(火) 3月28日(火) 3月31日(金)

前松瀬)11(鳥の子を除く)
3月8日(水) 3月25日(士)

町筋(天神を除く) 3月29日(水)

井内・土奇・滑川 3月9日(木) 3月23日(木)

L~新聞・ダンボール・ビールピン・一升ビン・雑誌・布は資源ごみです7す1

p
h
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子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

中
央
児
童
相
談
所
で
は
、
次
の

と
お
り
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

一
般
参
加
者
も
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

直
接
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
中
央
児
童

3月健康センターだより

改善センター午前 9:30~10 : 20J骨川健康相談j
 

j
 
!
 
(
 

1
4
J
 i
 

6 

E奇九午前1O : 30~ll: 30 

海上集会所午後 1 :00~ 2:00 

. .相
松場午 3 日談
山後月所
市所 1 14時ヘ
山時日申
越か(火)し
町ら 込
四午み
五後く
o 4 だ

時さ
まい
で。

健康センター午後 1:30~ 4:00 こころの健康相談10日幽

健康センター

健康相談・母子健康手帳交付

午前 9 : 00~12 : 00 健康センター

機能回復訓練 午後 1:00~ 3:00 ガリラヤ荘

午前 8:30~ 1O : 00不用犬買い上げ毎週月躍日

毎週水曜日

当番医

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

・
内

容
「育
児
環
境
と
母
親
の
悩
み
」

及
び

「幼
児
期
に
お
け
る
発
達

援
助
の
あ
り
方
」
の
講
演
会

-
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

一T
七
九

O

松
山
市
御
幸
二
丁

目
三
の
四
五

愛
媛
県
中
央
児
童
相
談
所

(
宮
⑫
五
O
四
O
)

ft66-5670 

ft64-2200 

川内町北方

重信町午淵

岸本医院

西野内科クリニック

日 (日)

12日(日)

5 

合 64-1234重信町志津川藤石病院19日(日)

ft64-2411 重信町横河原国立療養所愛媛病院21日 制

ft66-2066 川内町北方山本内科26 fJ (日)

有線 5833

ft64-5632 (テレホンサービス)

ft66-2191 健康センター

救急病院案内

(問い合わせ先)

(
一
月
受
付
分

・
敬
称
略
)

籍

窓、

戸

の

* 
お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

草

中 茶 員リ 板 f主

之 之 ホオ木〈こ

田I 堂 内 戸
戸庁

田 {表 相 相H イ主
f呆

中 E員 原 j事 賀
員要

宏 正 巨 康 栄
者

孝 嗣 典 次

長 長 長 長
柄続

男 男 男 女 男

手羽} 将i健1 由。 中谷T
名前太た 衣ぃ

太た Jì~~ 人と 子ニ 太た

7 7 7 7 6 
生

1 1 1 1 12 年
月

23 15 13 5 23 日

ヲ食

ご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

韓
d幹、

保 下 土 f呆 で口士主 5示 ヰ，山却、 西 τ仁士3主

住

之 助 車干
田
lノコ、

免 町一 In  コ 免 久 成 屋 上 中且 久
所

松 戸 中 大 松 i度 1-高 曽 1f 
2頁 我 氏

津 回 )11 窪 末 音日 井 背 部 里子

干公 義 幸 秋 ン ン ト秀 サ ¥ 、、

ゲ ツ ク 、y 名
校 豆 夫 ヨ ヨ ヨ τ仁土三工 / ヨ

93 74 86 68 91 91 85 92 88 95 齢年

7 7 7 7 I 7 7 7 I 7 7 7 死
亡

1 1 1 l 1 1 1 1 1 1 年月

30 20 19 18 17 10 16 15 II II 日

石 戸 中 大 松 j度 メ7入 高 曽 戸白t 

世
)11 回 )11 窪 末 音E井 2頁 我 里子

ン ン ト
義賀

吉日 t宵土I'

允 義 H百 秋 ゲ ツ ク 長官 長
王ま佳 夫 ヨ ヨ ヨ 男 雄

17 
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崎川月比ハい
U

神
々
の
恋
の
ほ
む
ら
よ
野
山
人
猛
る

戒

能

多

喜

花
園
囲
む
菰
の
乱
れ
や
寒
明
く
る

樋

口

史

子

春
立
つ
や
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
泣

く

嬰

児

渡

部

束

穂

喉
飴
を
翫
め
で
は
過
す
二
月
か
な

田

中

笹

子
11111111111111111111111111111111111111 

春
雨
に
煙
る
四
国
路
寺
詣

渡

部

栄

樹

野
山
〈
猛
る
黄
車
一
直
に
過
ぎ
し
よ

り

大

石

美

紗

黙
々
と
復
旧
工
事
春
寒
し

菅

野

美

岬

定
年
も
あ
と
旬
日
や
若
菜
摘
む

渡
部
て
る
み

書
初
や
机
代
わ
り
の
裁
縫
台

佐

伯

芳

女

「
会
い
ま
し
ょ
」と
書
か
れ
し
賀
状

葺

ひ

け

り

渡

部

五

月

福
引
の
一
等
賞
に
我
あ
は
て

宮

崎

越

路

生
き
が
ひ
の
図
書
館
通
ひ
日
脚
伸

ぶ

宇

和

川

悠

起

冬
耕
や
背
に
日
を
受
け
て
黙
々
と

花

山

加

寿

初
雪
を
頬
に
受
け
ゐ
る
キ
ヤ
デ
イ

か

な

菅

野

美

代

春
寒
や
生
れ
し
峡
を
捨
で
き
れ
ず

池

川

鯛

谷

足手

日
刊
誌
廿

か
つ
い
だ
り
引
い
た
り
も
し
て
蟻

の

列

渡

部

佐

久

良

密
相
一
つ
の
せ
て
お
か
さ
ね
箔
が

つ

き

山

本

ひ

ろ

志

火
あ
ぶ
り
に
さ
れ
た
お
餅
の
ふ
く

れ

顔

高

橋

五

陽

宝
ク
ジ
引
き
当
て
た
夢
な
ぜ
覚
め

る

田

島

夢

現

南
斜
面
ハ
ベ
か
残
し
た
黄
金
の
木

山

本

紫

芳

現
役
を
引
い
て
余
裕
の
視
野
が
出

来

田

中

若

峯

孫
た
ち
の
指
あ
と
残
る
祝
餅

篠
森
美
登
里

綱
引
き
は
尻
餅
つ
い
て
勝
名
乗
り

近

藤

十

歩

日
本
一
ミ
カ
ン
の
里
も
嫁
不
足

高
岡
艶
女

孫
に
手
を
引
か
れ
て
く
ぐ
る
大
鳥

居

佐

々

木

胡

舟

豊
作
で
一
段
太
い
鏡
餅都

築
登
貴
子

棟
上
げ
て
皆
ん
な
が
祝
う
お
餅
撒

き

田

野

岡

田

州

も
う
一
歩
一
歩
リ
ハ
ビ
リ
足
を
引

く

平

岡

深

舟

綱
引
き
は

一
寸
笑
わ
す
顔
に
な
り

高
瀬
喜
撰
亭

三
月
例
会
ご
案
内

三
月
四
日
出
十
九
時
よ
り

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

〈
題
〉
①
労
わ
る
②
気
ま
ま

③
薄
い
④
(
古
風
吟
)
馬
子

里子

1t. 
の

ナ

ズ

ナ

こ を れきん た ぼ し ま 構 の で くあのんけ快で重さ天か
に満ししたで O にばだえを選コる駅どに晴取装れのり二
ナ喫ばいがき着腰ら来てカ手伝な風で材備たも春月
ズしら。、たぷかくな待メのスさ日くも、にで O とを十
ナてく 春のくけ田いつラ来につ和絶ほおゆ着コ、想ー
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